
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１１年（平成２３年）６月発行  第３６号 

気象庁の３カ月予報によると、今

年の暑さは、平年並みか、やや高め

と発表されていますが、皆様いかが

お過ごしでしょうか。 

昨年６月の２期目の当選から、は

や１年が過ぎました。一日一日を大

切に、真剣に働いてきましたが、特

に３月の大震災以降は、これまでと

違った日々となりました。 

今まで、私達の生活では、電力や

水、空気などは、いつでも安全かつ

十分に供給されるものだと“錯覚”

してきた感じがします。 

いま、各方面から「節電」が呼び

掛けられていますが、自分の身近な

所にも様々な無駄があったのでは

ないかと見つめ直しています。本当

の「豊かさ」とは何かを、あらため

て考える時であるとも感じます。 

復興に向けて懸命に努力されて

いる方々を最大限に応援しながら、

私自身、“原点”に立ち返り、市議

会議員として、今まで以上に、市民

の皆様の安全・安心のために全力で

働いて参ります。 

2011 年第２回市議会定例会が 6 月 6 日

から 23 日まで開催されました。東日本大

震災以後初めての定例会で、私は、防災

対策や災害に強いまちづくりについて、

重点的に質問しました。 

補正予算の審議では、家具転倒防止器

具の追加支給と、高齢者世帯に熱中症予

防対策として冷却用の首ベルトを支給す

ることが決まりました。 

延期が心配された小・中学校の空調機

器設置については、予定通り今年度に実

施される運びとなりました。このほか、

看護師不足解消へ市内在住の潜在看護師

の方の再教育と就職支援をスタートする

ことになりました。 

【2011 年 第２回市議会定例会で】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆主張  東海地震、東南海地震等の連動型大地震の発生を想定して、市民の生命・

財産を守る為、市の地域防災計画を見直していくべき 

＜答弁＞ 国や東京都の防災計画の見直しに合わせ、本市の防災対策の検証作業を進

め、計画やマニュアルに反映していく（市長） 

 

◆主張  大地震発生時、災害情報の収集・伝達に於いて、市職員の安否確認・参集

を急ぐべく、職員の参集システムを導入すべき 

＜答弁＞ 初動期の災害対応では、職員の参集状況を全体的に把握することが重要で、

導入に向けて検討していく（市民生活部長） 

 

◆主張  震災直後、様々な情報の収集・伝達に於いて、ツイッター（簡易ブログ）

が大変に効果を挙げた。本市でも公式に立ち上げるべき 

＜答弁＞ 情報収集のツールとして有効であり、公式に活用している先進自治体を参

考にして検討していく（総合政策部長） 

 

◆主張  防災無線が聞き取りにくい地域や、良く聞き取れなかった場合の為に、放

送内容を電話で確認出来る、自動録音サービスを導入すべき 

＜答弁＞ 一定の効果が期待できると考えており、費用対効果を含め検討していく（市

民生活部長） 

 

◆主張  防災の専門知識・技術を習得する防災士の育成について、防災に関心を持

つ市民の方に、資格取得者を増やすよう努力すべき 

＜答弁＞ 市民防災組織等と連携して、市域内に防災士資格を持つ防災リーダーを配

置出来るよう支援していく（市民生活部長） 

 

◆主張  災害時に市が行う優先業務を定めた事業継続計画（ＢＣＰ）の策定が遅れ

ているが、急ぐべき 

＜答弁＞ 現在、計画素案の確認作業を行っており、９月議会には計画案を提出する

（市民生活部長） 

 

◆主張  現在被災地の多くで活用されている、罹災証明の発行や義援金等を一元的

に管理する、被災者支援システムを本市でも導入すべき 

＜答弁＞ 事前に準備することで、災害発生時の被災者支援、救援物資の管理を容易

にするものと考え導入を図っていく（市民生活部長） 

★防災・減災について 



７月１日から、立川栄郵便局・柏郵便局で住民票
の写し、印鑑登録証明書などの発行がスタート  

粗大ごみ処理券に 300 円券が加わります 

証明書自動交付機の手数料が減額しました！ 

柏小学校のプールの改修 砂川町の雨水溝の改修 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私は平成 18年の初めての議会いらい、住民票等の

コンビニなどでの発行を訴えてきましたが、その

第一歩として、郵便局（栄・柏）でサービスが始

まります。今後も、皆さまのご要望にしっかり応

えて参ります。  

※詳細は市民課 523-2111（内線 1361）へ 

７月１日の粗大ごみ収集分より、粗大ごみ処理券 1,000 円券と組み合わせれば 300

円券が使用できるようになります。これまで、1,000 円を超えた場合は、2,000 円

を負担しなければならず大変不便でした。これは、平成 21年の決算特別委員会で、

私が提案していたものです。 ※詳細は、ごみ対策課 531-5518 まで 

このほど、柏小学校のプールの改修工

事が終了しました。プールの底が劣化

して傷みが激しかったものです。これ

からも皆様の声を実現して参ります。 

このほど、砂川町５丁目にある雨水

溝の改修工事が終了しました。大変

に傷みが激しく、危険だという声が

寄せられていたものです。 

市では、６施設（市役所・窓口サービスセンタ

ー・砂川学習館・東部連絡所・西部連絡所・錦

連絡所）に証明書自動交付機を設置し、住民票

の写し等を発行していますが、６月１日より、

手数料を１通 200 円から 150 円に減額しまし

た。利用には「立川市民カード（印鑑登録証）」

が必要です。これは、平成 20 年の第４回定例

会での私の主張が実現したものです。 

※詳細は市民課（内線 1361）へ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 
  ◆市議会・環境建設委員会委員長 

＜高口やすひこ励ます会 発行＞ 

●空間放射線量測定について 

立川市は、空間放射線量の実態を把握するための測定を行います。市域を２㎞メッシュで分

割し、８カ所を定点測定場所に指定し、２週間に１回の割合で測定します。また、定点以外

の施設（保育園、幼稚園、小学校、学童保育所、児童館、中学校、公園）９２か所を指定し、

放射線量の測定を実施します。測定後は市のホームページに掲載します。 

※6月 21 日に東京都により立川市内の測定が実施されました。結果は下記の通り。 

①砂川中央地区多目的運動場（砂川町 5-26) 

線量率 高さ 1m  0．04μGy/h(マイクログレイ/時間) 

線量率 高さ 5cm 0．04μGy/h(マイクログレイ/時間) 

②諏訪の森公園（柴崎町 1-1) 

線量率 高さ 1m  0．05μGy/h(マイクログレイ/時間) 

線量率 高さ 5cm 0．06μGy/h(マイクログレイ/時間) 

・大気中の放射線量 1グレイは 1シーベルトに換算できます。 

一人暮らし高齢者（65 歳以上）、及び高齢者のみの世帯の方に、

熱中症予防対策として、冷却用の首ベルトを支給する事になり

ました。水で濡らして使用するタイプのものです。シルバー人

材センターに委託し、７月初旬から対象者の方に順次支給され

ます。※皆さま、合わせて充分な水分補給をお願いします。 

暑さ対策として今夏、市立の全小・中学校に製氷機が配備され

ます。6～15 分程で氷ができます。保健室などに設置されて、

部活動や体育の授業などで活用されます。 

夏の電力需給対策に伴う企業の就業時間等の変更

に伴い、保育園（上砂・柴崎）、学童保育所（上砂・

錦）で、休日保育（７月～９月）を実施します。立

川市に住民登録が有り、現在、保育園、学童保育所

に通っている方が対象となります。 


